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本医療機器の使用にあたっては添付文書のほか、ユーザーマニュアルを必ずご参照下さい。 YS02041-01-06 

機械器具 58 整形用機械器具 

一般医療機器 歯科インプラント補綴用器具（JMDN:70722000）  

トランスファーコーピング Pro（ＯＰ） 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

【形状・構造及び原理等】 

〔形状〕 

サイズ Ｇ3.0 Ｇ6.0 Ｇ9.0 

 

〔材質/外観〕  

  チタン合金製 

  陽極酸化処理：青色 

 

【使用目的又は効果】 

歯科用インプラントの補綴物の設計・製作に用いる器具で、  

口腔内でのインプラント埋入位置関係を作業模型上に再現する

ためのトランスファー印象に用いる。 

 

**【使用方法等】 

１．使用方法 

(1)通法に従って術前診査・インプラント埋入・治癒期間終了

後、個人トレーを製作して印象採得時のセットスクリュー貫

通部を形成しておきます。 

(2)トランスファーコーピングＰｒｏ（OP）をインプラントに装

着し、セットスクリューで固定し、印象採得を行います。 

    この時、セットスクリューを強く締め付けないようにして下 

さい。 

(3)印象後、セットスクリューを取り外し、トランスファーコー

ピングＰｒｏ（OP）を印象内にピックアップします。その

後、トランスファーレプリカ Pro をトランスファーコーピン

グＰｒｏ（OP）に戻してセットスクリューで固定し、通法に

従って作業用模型を製作します。 

(4)使用するアバットメント（ヘッド）を選択し、通法に従って

補綴物を作製します。 

 

*【使用上の注意】 

１．重要な基本的注意 

(1)本品は未滅菌製品ですので、使用前にオートクレーブで滅菌

を行って下さい。 滅菌条件 121℃ 30 分 

(2)本品はプラトンインプラント TypeⅣ Pro 専用です。 

(3)開口量が不足する場合は、セットスクリューを短いサイズへ

交換するか、ヘックスドライバーSS を使用して下さい。 

(4)印象採得時及びトランスファーレプリカの装着時は、インタ

ーナルヘックス（六角構造）がしっかり嵌合していることを

確認して下さい。 

(5)印象採得は模型上に正確な位置関係でトランスファーを行う

ため、シリコーン印象材を使用して下さい。使用するシリコ

ーン印象材はインプラントの精密印象に適した硬さ・弾性率

のものを使用して下さい。（低粘度タイプは使用しないで下さ

い。） 

(6)術者の判断により、フィン部の形成を行う場合は、印象材内

での機械的維持力が低下する可能性がありますので注意して

下さい。 

(7)本品のインプラントへの装着時は、ヘックスドライバーでセ

ットスクリューがとまるまで軽く回して下さい。ラウンドド

ライバー等により、強く締め付けないようにご注意下さい。

［インプラントと強く嵌合し、印象内に取り込めない場合が

あります。］ 

 

２．相互作用（他の医療機器との併用に関すること） 

 〔併用禁忌・禁止〕（併用しないこと） 

医療機器の名称
等 

臨床症状・措置方法 
機序・危険因

子 
当社が指定する
以外の製品 

本製品は、当社が指定
する製品と組み合わ
せて使用するよう設

計されています。指定
以外の製品とは組み
合わせて使用しない

こと。 

形状が異なるた
め、適切な組み
合わせが得られ

ず想定外の不具
合が起こる可能
性がある。 

 

【保管方法及び有効期間等】 

開封せずに保管し、直射日光のあたる場所や高温多湿の場所は避

けて下さい。 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 
製造販売元 

株式会社 ヨシオカ 
長野県駒ヶ根市下平２９３４－５７７ 
TEL 0265-82-5959  FAX 0265-82-6353 

 
販売元 

 
 
 

株式会社プラトンジャパン ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ 0120-36-8950 
東京都町田市大蔵町５６ 鶴川アカデメイアビル 

TEL 042-734-8088㈹ FAX 042-737-6708 
 

 
 
 

**2016 年 06 月改訂（第 6 版・新記載要領に基づく改訂） 

*2012 年 04 月改訂（第 5 版） 

 

 医療機器製造販売届出番号：20B1X00007000041 

フィン部 

 

 

 

**【禁忌・禁止】 

1.併用医療機器 

(1) 併用禁忌 

・当社が指定する製品以外とは組み合わせて使用しないこ

と。〔「相互作用」の項参照〕 

2.使用方法 

(1) 付属のセットスクリューと他のスクリューの混同に注意

すること。 


